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	また、胆汁酸は病原性細菌の増殖抑制作用をもつことが報告されていたことから、isoalloLCAに同様の作用があるのかを検証したところ、極めて低濃度でグラム陽性病原性細菌（注5）の増殖を抑制することを発見しました。クロストリディオイデス・ディフィシル（注6）というグラム陽性病原体細菌は、近年国内でも院内感染が問題となっています。クロストリディオイデス・ディフィシルを感染させたマウスにisoalloLCAを産生するOdoribacteraceaeを経口投与すると、腸管内に定着したOdoribacter...
	以上のことから、百寿者の腸内ではisoalloLCAを合成する細菌が増加しisoalloLCAが豊富に存在しているためグラム陽性病原性細菌の排除が促進され、健康な腸内環境を維持できているのではないかと考えられました。百寿者から単離されたisoalloLCAを合成する腸内細菌株は、難治性感染症に対する新たな予防・治療に応用出来る可能性もあります。
	1）革新的先端研究開発支援事業インキュベートタイプ（LEAP）
	2）科学研究費助成事業（特別推進研究）

